平成２４年度　第１回
三重県ユニバーサルデザインのまちづくり推進協議会　議事録
１　日　　時：平成24年5月16日（水）１０：００～１２：００

２　場　　所：三重県津庁舎　６階　６５会議室

３　出席者数：委員１１名、事務局７名

４　協議事項

（1） 第２次三重県ユニバーサルデザインのまちづくり推進計画　　　　　　　　　（２０１１～２０１４）について

（2） 平成２４年度ユニバーサルデザインのまちづくりの取組について

（3） 三重おもいやり駐車場利用証制度（仮称）について

（4） 「移動等円滑化のために必要な道路の構造に関する基準」及び「移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置に関する基準」に関する条例制定について

５　概　　要　
（開会行事、事務局からの説明は省略）
（１）第２次三重県ユニバーサルデザインのまちづくり推進計画　　　　　　　　　（２０１１～２０１４）について

【委員意見】
・推進計画取組内容にある「駐車場利用者のマナーアップを図るため、ＵＤアドバイザーをはじめ、市町、社会福祉協議会、地域の団体、企業等の連携をしながら実施します。」という記述には、アドバイザーの取組がまとめられている。アドバイザーと市町の協力体制、アドバイザーのスキルアップ等、これからの施策をぜひ考えてほしい。

・２４年度の推進計画取組方針の記述に、具体的にどういう場所で啓発等を行うということが書いてあるので、このとおり実施してほしい。
・２６年度目標値に対する現状値の地域格差は把握しているのか。

→（事務局回答）学校出前講座に関して言えば、先生の意識等学校間での格差が感じられる。

・学校出前講座は、児童・生徒数が多い学校で行うことも大事であるが、いろいろな学校へ広がっていくということも大事である。

・例年募集しているまちづくり賞についても、応募する学校は決まっているように感じている。今年はそういう学校への広がりについても考えたい。
· 県庁内の多文化共生課では、「分かりやすい日本語講座」を推進しており企
業で講座を行っている。これもＵＤの取組のひとつとして考えられる。県庁内で連携して取組を行えば、もう少し広がっていくのではないか。
· すでに目標数値を超えているものがあるが、目標値は変えられないか。

· →（事務局回答）議会の議決を経ているため変更はできない。推進計画の4年間の中間地点で目標値を見直すことが必要になるかもしれない。

· 鉄道駅のバリアフリー化で、平均利用者数５０００人の駅で整備されていな
い駅はどこか。またその駅の整備の見込みはどうか。

→（事務局回答）桑名駅である。近鉄、市の方針が定まっていない。方針が決まれば、県としての対応を考えることになる。
・23年度の推進計画の取組数値のなかで、特に人権や思いやりという意識啓発の数値が気になる。数値の基礎となるアンケートに答える人は元々意識の高い人が多いと考えられるため、県民全体における意識の数値はもっと低いと考えて、啓発に取り組むべきである。

（2） 平成２４年度ユニバーサルデザインのまちづくりの取組について

【委員意見】
・県職員のセミナーは、年度内の早い時期に行うべきである。
（3） 三重おもいやり駐車場利用証制度（仮称）について

【委員意見】
・難しいところがあるが、制度がスタートしてから、必要なところを改善していけばよい。この制度は、取り締まりが目的ではない。おもいやりを大切にすることが大事である。
・利用証を交付するときに、利用にあたってのお願いや趣旨や理念を書いたものを渡してはどうか。

→（事務局回答）事業所向け、利用証を持つ人向けなど、多様な啓発用のちらしなどを作ることを考えている。

· 利用証を交付するときに、利用証裏面の注意事項については説明するのか。

→（事務局回答）利用証交付時には、説明をして渡すことを考えている。

· 幅の広い区画が必要であるという確認はされないのか。自主的なことになる
のか。

→（事務局回答）幅の広い駐車区画は必要ないという人には、利用証の裏面に「幅の広い区画は必要ない」旨を記したシールを貼ることになる。

· 「ドア全開にする」という言葉と同時に、「３．５ｍ区画」という言葉を明
記してほしい。
・8月1日から事前申請の予定となっているが、各市町の協力体制を促すため
に、市長会、町村会の会長名で協力依頼を出してはどうか。

・全市町の協力を得るため、協議会のほうでも協力する。
· 公安委員会発行の「身体障害者駐車標章」を持っている人は、改めて利用証
の申請は必要ないということでよいか。
→（事務局回答）利用証の申請は必要ない。
（４）「移動等円滑化のために必要な道路の構造に関する基準」及び「移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置に関する基準」に関する条例制定について

【委員意見】
・今回初めて聞いた話であるため、今後の動きに対応できるように協議会で勉強していきたい。
以上
